
（様式１） 

「地域・企業等と連携した PISA 型読解力向上事業研究指定校」実績報告書（１年次） 

１ 学校名等 

学  校  名 舞鶴市立白糸中学校 校長名 廣瀬 直樹 

研 究 主 題 
ＰＩＳＡ型読解力と非認知能力の向上を図る 

～ＰＩＳＡ型読解力ルーブリックの作成を通して～ 

研究の目的 

「予測が困難な時代」を主体的に生き抜くためには、適切に情報を読み取り、活

用する力（ＰＩＳＡ型や非認知能力）の育成が求められるため、本研究主題を設

定し、「評価・熟考する能力」の視点を加え、文章を評価したり、根拠を明確に

した自分の意見を説明したりすることができる生徒の育成を目指す。 

学 年 １年 ２年 ３年 特 別 支援 合 計 
教職員数 

※校長・教頭を含む 

学 級 数 ４ ４ ４ ２ １４ 
４０ 

児童生徒数 １４８ １４３ １３５ １０ ４３６ 

 

２ 研究校の概要 

 

【研究体制】 

・校長(渉外) 

・教頭(渉外・研究計画等) 

・教務※研究主任（立案・資料作成・提案等） 

・各学年主任（具体的な探究活動計画等） 

 

３ 主な研究活動（時期や内容等） 

（１）ルーブリックの作成 

「総合的な学習の時間」ルーブリック案の作成（Ｒ２年３月～５月） 
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1年主任・２年主任・３年主任 

 

研究推進部 

旧 



「常に新たに」の時間  

ルーブリック案の改善 完成・活用（Ｒ３年６月～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各学年の活動 

「第 1学年」 

探究入門「ふるさと学習」 

・舞鶴の自然、産業、歴史文化等を学び理解を深めた。 

・課題の設定→情報の収集→整理分析→まとめ表現

の過程を学んだ。(探究活動) 

・探究活動の「型」を学ぶことで、２年目、３年目の

活動につながるため、今年度の学び方を使って、来年

度はより内容が充実する学びへとつなげる。 舞鶴ＰＲ動画を作成し 

プレゼンしている様子 

新 



「第２学年」 

探究基礎から発展「舞鶴の課題解決学習」 

・地域や企業と連携し、舞鶴の課題をデータ等から

読み取り、課題解決に向けグループで探究活動をし

た。 

・グループで課題解決に向かうからこそ、全ての生

徒が主体的に取り組むことと、対話による深い学び

につなげることが大切だという生徒の気付きが見ら

れた。 

 

 

「第３学年」 

探究応用「個々に課題（問い）を設定し課題解決」 

・個別に卒業研究論文を作成した。 

（iPad を活用し、各自word で作成） 

・高校の総合的な探究の時間に繋ぐために、学びのサ

イクル（課題設定→探究→解決→新たな課題）に取り

組んだ。 

・課題設定に苦慮する場面もあったが、自分で設定し

た課題だからこそ、主体的に解決しようとする姿が見られた。 

 

※各教科においても「常に新たに」のルーブリックを活用し PISA 型読解力の向上に向け取り組ん

だ。 

 

（３）「教師による企業・地域連携」 

・10月６日（水）ＰＩＳＡ型読解力育成事業打ち合わせ（府教委、局、市、学校） 

・10月 19 日（火）オムロンソーシャルソリューション(小川さん)と学校の打ち合わせ 

・当初計画では 11月、12 月頃に先進地訪問（候補：戸田市・さいたま市・東京都方面）を予定し

ていた。年度当初から先方の教育委員会やオムロンソーシャルソリューション（東京）と連携を図

っていたが、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により延期・調整が続き、1 月、2 月にも訪問

を計画したが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、本年度中の先進校訪問は断念せ

ざるをえなかった。 

 

４ 今年度の研究の成果と検証（児童生徒、教職員、学校、家庭・地域社会の変容等） 

・特に３年生の個別の題材設定時（卒業研究論文作成）に、自分自身の課題に向き合い、題材を熟

考して自らが設定することを重視した。そのことでその後の学習において、より主体的に学ぼうと

する場面が多々見られ、様々なアイデア（アンケートの実施等）が生徒から出て、自ら考え学ぼう

とする態度が見られた。以前は、課題設定などはある程度の教師側からの方向性や提案からの自己

決定・学習だったが、時間を要するが初めの段階で自己選択・決定し、自己の課題に向き合わせる

ことでその後の探究活動で上記のような変容が見られた。 

・ＩＲＴの結果を受けて、各学年で「学年別の教科の結果と学習方略・非認知能力との相関図」を

基に校内研修会を行った。その中で、特に学習方略の「柔軟的方略」に課題があることが分かった。

今後、探究活動において成果の見られた、教師が初めから学習の方向性や提案をしない手法も取り

舞鶴市内フィールドワークの様子 

課題解決に取り組んでいる様子 

（図書やＩＣＴの活用） 



入れ、自己の状況や学習方法を自ら振り返る時間を確保し、より自分に合った学習方法を自分で選

択できるよう助言していく。 

 

５ 来年度の研究構想 

「教員の動き」 

・オムロンソーシャルソリューション（連携企業）との課題解決の実践に向けた連携及び協議 

・先進地訪問（戸田市・さいたま市・東京都方面）…ＰＩＳＡ型読解力、ＩＲＴ、非認知能力関係 

・ＩＲＴの比較・分析（2021 年度と 2022 年度の対比・検証） 

・作成が必要なワークシートの確認および作成者の確定 

 

「生徒の動き」 

・課題に対する取り組み及び実践発表 

・地域・企業連携し課題設定と解決の実践「体験及びインタビュー・検証・課題解決に向けて」 

・企業へ実践発表、企業から生徒にプレゼン 


